
「本時の目標はどの程度達成できたと考えているか。また、そ
う判断するのは、児童のどのような姿が見られたからなのか。」
「想定していたことと実際の授業とのギャップの原因は何だっ
たのか。」など育成したい力を付ける授業が実現されていたか
検証を行いました。

その省察をもとに、「算数科に
おける見方・考え方をどう引き出
していくべきだったか」など焦点
をしぼった協議が行われました。

・小単元１から仲間分けをする視点を示し、授業を展開することで、学習の見通しをもた
せ、主体的に学習を進められるようにする。
・平行についての学習から平行な直線への色を付け（１組目･･･赤、２組目･･･青）を行うこ
とで、視覚的に平行に着目できるようにする。
・正方形、長方形を平行四辺形の仲間であると捉え直す学習を入れる。

ｍ

本単元で目指す児童の具体の姿
・四角形の特徴について理解し、様々な四角形を作図すること
ができる。
・四角形を構成する要素や位置関係に着目して、四角形の性
質を見いだし、説明することができる。

「高知の授業の未来を創る」推進プロジェクト ～いつでも、どこでも、誰でもが学べる場へ～

授業をアップデート！

生きて働く学びを創る！

授業をアップデート！
生きて働く学びを創る！

令和５年１月発行
東部教育事務所

東部管内の
講座情報

教材研究会（10 月 13 日）

人のつながり、学びの高まりの構築
～他者との交流から学びの質を高める講座～

参加者からの声～今日の学び～

・既習内容を把握し、学習をつなげていくこ
と、また、自分の考えをアウトプットする
場を設定する必要性を感じた。

・児童の言葉を大切にして、授業の様々な場
面で既習や数学的な見方・考え方を振り返
り、児童が主体的に取り組めるような授業
をつくっていきたい。

・グループ協議では、田野小の先生が参加者
からの質問に答えることができていて、学
校として取組を進めてきていることが分か
った。

協議の視点
「全ての児童が答えになる理由を説明できるようになる」ための場
面や方法の設定ができているか。
①単元について
・児童が操作したり、日常場面で平行・垂直について体感できる機
会を多く設けたりするとよい。

・小単元１（直線の交わり方）、小単元２（直線の並び方）を 1つの
単元として、「直線が交わっている、交わっていない」「重なって
いる、きれいに並んでいる」という捉えから、「 それってどうい
うこと？ 」と問い返し、児童に説明させる展開にしてはどうか。

②本時について
・前時までは直線の並び。本時から図形となっている。図形を捉え
られる工夫が必要である。

授業研究会（11 月 28 日） 〈本時の板書〉→

・中学校の学習とのつながりを再確認で
きた。小学校の学年間だけでなく、中
学校との連携も考えながら教材研究し
たい。

・児童を主語にして「つまずき」から授
業を考えることは初めてだったので、
とても新鮮な学びになった。ぜひ、授
業が見てみたくなった。

研究授業を行うにあたり、学習指導要領
に書かれていることの理解から始まり、目
指す児童の姿や学年の系統性を意識した単
元デザインなど、新たに学ぶことも多くあ
りました。また、目の前の児童の実態を見
て「どんなことにつまずきそうか」を、い
かにたくさん想定し、手立てを準備できる
か、それによってどのように考えられるよ
うになるかなど、授業後の児童の具体的な
姿をイメージすることの大切さを改めて感
じました。
今後も、「全員が理解できる授業」を目

指して、日々の教材研究に勤しんでいきた
いと思います。

本単元での取組の工夫
系統性を意識した図形領域の指導
→それぞれの学年で育成すべき資質・能力について学
習指導要領で確認し、既習を活かした指導を行う。
新たに見いだした図形の性質を基に、既習の図形を
「捉え直すこと」を意識した指導を行う。

算数用語を用いた説明の場の設定
→作図や図形を弁別する活動では、どこに着目して考
えたのか説明する機会を設定する。

単元名：第４学年「垂直、平行と四角形」

〈９つの四角形を仲間分けする場面〉
・色分けにより、平行には着目できていたが、数に着目できていない児童がい
た。共有では、３つに分けた児童に発表させたが、まずは２つに分けた児童
から発表させたり、ペアやグループで共有させたりすることで、全員が平行
四辺形の定義を理解し仲間分けすることができたのではないか。

〈正方形、長方形の捉え直しの場面〉
・自分の考えを持てていない児童がいた。課題が「仲間分けできるか、できな
いか。」ではなく、「どのグループに入るか。」とすることで、課題が焦点化さ
れ、これまでの学習を基に、正方形と長方形の仲間分けができたのではない
か。

・「三角定規を使っていいですか。」という質問に対して、「なぜ、使いたい
の?」「使うことでどんなことがわかるの?」と問い返すことで、既習を基に考
えていけばよいことを全体共有できたのではないか。また、これまでの学び
を基に解決しようとしている児童への価値付けを行うことで、既習を基に主
体的に学びを進める児童の育成にもつながると思う。

協議より

学校提案

提案授業

③1 人１台端末を活用することで、いつでも友
達の考えからヒントを得たり、自分と友達の
考えを比べたりできるようにする。

②平行な直線へ色付けをすることにより、平行
が何組あるかに着目し、図形を分類すること
ができるようにする。

①三角定規の操作により、実感を伴った理解
ができるようにする。

各校の授業研究会の事後協議
でも省察を取り入れてみてはど
うでしょうか。

協議の視点
児童が自分の考えをもち、根拠をもって伝え合う姿が見られたか。

協議より

それぞれの学年で図形の概念、性質、構
成の仕方を指導していきます。学びの系
統を意識し、新たな見方で既習の図形を
捉え直していくということを意識して授
業を行うことが大切です。

参加者からの声～今日の学び～

Point
・小単元３と４を分けず
に、それぞれの四角形
の性質を学習する際
（小単元３）、対角線に
ついても調べていく構
成にするのはどうか。

・まず正方形について全体でまとめ
る。そして、「他の四角形も全部の
観点に○が付くよね。」などと問い
かけることで、調べたり説明した
りしたくなるような場を設定する
とよいのではないか。

④既習の図形を捉え直す場面では、操作から
見いだした直線の位置関係と平行四辺形の
性質を根拠にして、「正方形、長方形は平行
四辺形の仲間である」ことを表現させる。

授業者
江口 貴之 教諭

授業後の省察

改善点について

参加者からの声と授業者の振り返り

児童の実態（各種調査より）
・三角形や長方形等の四角形はどのような形ですかと問わ
れても、定義や特徴などを正確に答えられる児童が少な
い。
・作図はできるが、なぜその方法でかけるのか説明できな
い。

〈田野小による授業省察〉


